キリストの光の中を歩
ヨハネの手紙Ⅰ 1-2
ヨハネの手紙Ⅰは、真の信仰を見分けるための、単純でありながら鋭い試金石を示しています。それは、人の人生においてキリストの光が何を明らかにするか、ということです。イエスご自身が「世の光」であるという教え（ヨハネの福音書 8:12）に基づき、使徒の働きは、信者のうちにキリストの光があることは単なる比喩ではなく、真理を明らかにし、偽りの正体を暴き、人格を変える霊的現実であることを示しています。第1章と第2章を通して、ヨハネは光について相互に関連する三つの主題を織り合わせています。それは、啓示としての光、従順としての光、そして愛としての光です。それぞれが、だれが本当に神に属しているのかを明らかにします。
啓蒙としての光（1 ヨハネの福音書 1:5-10）
ヨハネは神学的な土台から始めます。「神は光であり、神のうちには暗いところが少しもありません」（1:5）。これが、それ以外のすべてのことの基調を定めます。ここでの光は、啓示、真理、そして霊的な明晰さ、すなわち福音を理解可能にし、私たちの真の道徳的状態を明らかにする「啓蒙」を意味します。
「光の中を歩む」とは、第一に道徳的完全さへの呼びかけではなく、霊的な正直さへの呼びかけです。ヨハネは、神の光が私たちを照らすとき、最初に明らかにするのは私たちの罪であり、次に、私たちの唯一の解決策としてキリストの贖いの御業を明らかにすると強調しています（1:7-9）。この啓示は私たちをへりくだらせ、自己否定を打ち砕き、恵みに絶えず頼るように導きます。
したがって、キリストに属する者の第一の試金石は、罪を隠すのではなく認め、神の御前に正直に生きているかどうかです。光に照らされた心は、悔い改めた心です。
従順としての光（ヨハネの手紙一 2:3-6）
ヨハネの教えの第二の側面は、内面的な正直さから外面的な表現へと移ります。キリストを通して神を知るようになった、光に照らされた信者たちは、従順によって自分たちの新しい命を示します。
「『私はこの方を知っている』と言いながら、その戒めを守らない者は、偽り者です」（2:4）。ここで、光は証しとして機能します。真の信仰は、目に見える変化を生み出します。それは罪がないことではなく、キリストの御心への誠実な服従です。
従順は、真の弟子と偽りの者を区別するしるしとなります。ヨハネは道徳主義を提示しているのではなく、内にある光が必然的に外にも光となって現れることを示しています。キリストの教えが人の決断を形づくるにつれて、信者の生き方は、その人が本当に神を知っていることの証しとなります。
愛としての光（1 ヨハネの福音書 2:7-11）
ヨハネの最後の、そして最も深く探る試験は、愛の態度に関するものです。愛は単なる従順ではありません。それは、従順な生活の動機であり、精神であり、調子です。
愛するという「新しい戒め」（2:8）は、キリストご自身の心を映し出すため、キリストの光を最も完全に表すものです。愛のうちを歩む者は「光の中に」います（2:10）。一方、憎しみや恨みを抱く者は、どれほど自分の信仰を主張していても、闇の中にとどまります（2:9:11）。
ここでヨハネは、すべての中で最も個人的な試金石を明らかにしています。光は、私たちが他の人々、特に仲間のクリスチャンをどのように扱っているかを明らかにします。愛は、私たちの内に神のいのちがあることの証拠です。憎しみや冷淡な無関心は、そのいのちがないことを明らかにします。
このように、ヨハネは三重の啓示を提示しています。
1. 罪を明らかにする光（正直さと悔い改め）
1. 行動を導く光（従順）
1. 人格を形づくる光（愛）
この三つすべてが存在するとき、信者はキリストの光の中を歩みます。
なぜこれが重要なのか
1. 光はあなたの霊的状態を明らかにします。
ヨハネの重層的な教えは、自己欺瞞を防ぎます。あなたは暗闇の中を歩みながら、キリストによって啓発されていると主張することはできません。これは、信者が定期的に霊的な自己吟味を行うよう促します。それは恐れからではなく、キリストの光が癒やしを必要とするものを明らかにしてくださることへの感謝からです。
2. 光は罪悪感ではなく確信を生み出します。
光の中を歩むことは、完全であることではなく、心を開いていることを意味するので、クリスチャンは取り繕わずに生きることができます。ヨハネが述べている継続的なきよめ（1:7:9）は、信者を罪を隠す重荷から解放し、キリストにあって喜びに満ちた確信を持つことを可能にします。
3. 光は教会を偽りの信仰から守ります。
ヨハネは、真のクリスチャンとしての成熟を見分けるための実践的な基準、すなわち誠実さ、従順、そして愛を示しています。これらの指標は、教会がカリスマ性や評判ではなく、キリストに倣った特質によって指導者、メンター、教えを評価する助けとなります。
4. 光は日々のクリスチャン生活を導きます。
信者は、簡単な質問によって決定を吟味することができます：
· この選択は、キリストの命令に沿っていますか。
· それは愛から生じていますか。
· それは霊的な透明性を促進しますか。
5. 光は、あなたの信仰を他の人々に見えるものとします。
クリスチャンは、力によってではなく、反映によって世界に影響を与えます。すなわち、謙遜な悔い改め、忠実な従順、そして真実の愛を通して、キリストの光を輝かせるのです。これは人格による伝道であり、ヨハネが示す最も力強い証しです。
